
川崎市における計画相談支援モニタリング実施標準期間の取り扱い
（平成３０年１０月１日～）

１ モニタリング実施標準期間

利用者によって柔軟に設定することを原則とし、

平成30年度報酬改定におけるモニタリング実施標準期間の見直し（計画相談支援）を標準に、

次の対象者は平成30年10月1日以降は３月間とし、計画再作成（又は変更）を行う対象者から

順次、実施します。

対象者

・居宅介護、行動援護、同行援護、重度訪問介護、短期入所、就労移行支援、自立訓練

・生活介護、就労継続支援、共同生活援助（日中支援型を除く）、地域移行支援、地域定着支援

２ 実施時期

平成30年10月1日以降に、計画再作成（又は変更）を行う対象者から順次、実施します。

３ モニタリング様式

従来のモニタリング報告書とともに、チェック方式のモニタリング報告書を導入します。

別紙



見直し後

３０年４月～ ３０年１０月～

新規サービス利用者 １月間
※利用開始から３月のみ
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集中的支援が必要な者 １月間

【新サービス】
就労定着支援、自立生活援助、
日中サービス支援型共同生活援助

３月間

居宅介護、行動援護、同行援護、
重度訪問介護、短期入所、就労移行支援、
自立訓練

6月間 ３月間

生活介護、就労継続支援、共同生活援助
（日中支援型を除く）、地域移行支援、
地域定着支援

6月間 ３月間

障害児通所支援
【施設入所等】障害者支援施設、のぞみの園、療養
介護入所者、重度障害者等包括支援

6月間

２ 平成30年10月1日以降に、計画再作成（又は変更）を行う対象者から順次、実施。

１ 利用者によって柔軟に設定することを原則とし、サービス等利用計画等の定期的な検証（モニ
タリング）の標準期間について、利用者との関係性の構築など支援の必要性の観点から標準期間の
一部を見直し、モニタリングの頻度を高める。

川崎市における計画相談支援モニタリング実施標準期間の取り扱い
（平成３０年１０月１日～）

３ 従来のモニタリング報告書とともに、チェック方式のモニタリング報告書を導入。

関係性
の構築


